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６月１日（土）体育祭を特集し、今月は拡大版でお届けします！ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

６月号 

 ＜５０周年を記念した横断幕が完成！＞ 

 創立５０周年をむかえるにあたり、昨年度に生徒会本部がスローガンを全校生徒に募集しました。その

後、創立５０周年記念行事実行委員会のメンバーの方々の協議により「翔けろ未来へ！ ５０周年の歴史

とともに」がテーマに決定しました。 

「 ５０回目の誕生日おめでとう！ 」 

校 長  小澤 裕之                             

（６月３日朝会より抜粋） 

６月１日に行われた体育祭お疲れさまでした。 

すばらしい天気のもと、無事体育祭を行うことができました。みなさんの頑張る姿・応援する姿、何よ

りも、笑顔で楽しそうに取り組んでいる姿を見て、とても感動しました。鶴間中学校生徒の全力で頑張る

姿を、鶴間中学校生徒の絆を保護者の皆様、地域の皆様に見ていただけたのではないでしょうか。３年生

は体育祭直前に修学旅行もあり、準備が大変だったと思いますが、リーダーを中心によく頑張りました。 

ところで、みなさん、昨日の６月３日は、何の日だったかわかりますか？ 

６月３日は、世界自転車デーや測量の日と言われていますが、鶴間中学校の開校記念日です。つまり学

校の誕生日です。今年で５０歳になりました。今年度５０歳の節目の年を迎えたことになります。体育祭

のテーマにあったように、開校して半世紀がたったことになります。時の重みを感じます。１１月には、

５０周年の記念行事等も予定しています。先日、創立５０周年記念行事実行委員会で作成した５０周年の

テーマ「翔けろ未来へ！ ５０周年の歴史とともに」の横断幕を正門と裏門に掲示しました。ぜひ、足を止

めて見てください。 

鶴間中学校ができたのは昭和５０年、１９７５年で、生徒数６６０名・１７学級でのスタートでした。 

開校してからの５０年間に、鶴間中学校で学んだ生徒は約８０００人もいます。卒業生の中にはさまざ

まなところで活躍している人もたくさんいます。これからも地域とともにある学校を目指し、みなさんと

共に良き伝統を築いていきたいと思います。 

これから梅雨の季節に入ります。植物にとって大切な雨をもたらす梅雨ですが、時には大雨による災害

へとつながってしまう場合があります。最新の気象情報に注意をしつつ、これから梅雨明けまでの季節

は、雨と上手につきあっていきましょう。 



≪体育祭特集（テーマ:五 十
ごじゅう

昇 華
しょうか

～Half century444 人の思いをつなげ～）≫ 

選 手 宣 誓  

私たち生徒一同は、創立 50 周年を記念する体育祭実行委員として、自分ができることに全力を尽くして

きた。少ない練習のなか、みんなで協力してここまで乗り越えてきた。みんながいたからここまで来られ

た。そして今日という日に、この全校生徒のメンバーで鶴間中学校の第 50 回体育祭を迎えられたことに感

謝し、どんなときも応援してくれる家族や友達、先生たち 

に今日は私たちの努力の結晶を見せつけます。そして、 

練習の成果を十分に発揮し、仲間とともに最後まで笑顔 

で取り組み、最高の体育祭にすることをここに誓います！ 

生徒代表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《体育祭を終えて》 生徒実行委員長 ３年 

皆さんこんにちは。体育祭、お疲れ様でした。今日の体育祭一日のために 

これまでたくさんの人が準備をして、練習をして、”誰か”のために努力を 

してきました。決して、一人の努力では、今日、この第50回体育祭を「最高 

の体育祭」にすることはできなかったでしょう。ところで皆さんは「最高の 

体育祭」とは、一体どのようなものだと思いますか？もちろん、答えは一つ 

ではないでしょう。ただ、私がずっと目標としてきた、まさに今日、達成す 

ることができた「最高の体育祭」とは、［誰かが誰かのために行動し、みん 

なで、団結して創る体育祭］それこそがまさに、「最高の体育祭」だと私は 

思っています。何度も言っていることだと思いますが、体育祭とは、みんな 

で創り上げるものです。いくら運動神経がいい人がたくさんいるチームでも、 

仲間と団結することができなければ、そこに協調性はなく、たとえ優勝したとしてもその喜びを仲間と

分かち合うことはできない。足が速い人が何人いても、バトンを繋げられなければ、リレーでは勝てな

い。これは、私が約一ヶ月前、まだ各クラスの色が決まったばかりの頃に言ったことです。そして、そ

の一ヶ月後の今日、皆さんは、今までの、練習をしてきた日々、そして今日を振り返ってみて、何を思

いますか。もちろん、全部が全部いい思い出とも限らないでしょう。悔しい思いをしたり、仲間に申し     

訳なく思ったりしたことも、あったかもしれ

ません。ですが、今日こうして「最高の体育

祭」を創れたのは、全員で、ここまで団結し

てこられたからです。 

そして、おそらくこれからも、クラスや学

年、あるいは全員で、団結しなければならな

い時がくるでしょう。ですが、その時はまた

この体育祭を思い出し、みんなで団結して、

乗り越えていきましょう！ 

 

 

 

R6年度体育祭実行委員：美術部作成ポスター前にて
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《京都・奈良修学旅行を終えて》  

修学旅行生徒実行委員  ３年 

 私たちは、３年生になってから修学旅行までの約１か月間、「ONE for BLUE BLUE for ONE 

一人は青学年のために、青学年は一人一人のために」というスローガンを掲げ、さまざまな活動を行いま

した。実行委員を中心に学年全員で取り組んだ「ONE for BLUEプロジェクト」では、クラスや学年の仲

間に感謝を紙に書き、その紙でスローガンの文字をつくりあげました。 

その結果、当日もみんなが全力で楽しんでいたり、自分たちで考えて行動 

したりしている場面が多くありました。帰ってきた時にはみんなが笑顔で 

「楽しかった！」という声があふれた青学年らしい修学旅行になったと実 

感しています。 

 今回の修学旅行で見つかった課題もこれから学年全員で取り組み、卒業 

までみんなで「ONE for BLUE BLUE for ONE」の言葉を合言葉に頑張っていきたいです。 

 

 

《５月２０日～６月７日の３週間に教育実習を行った先生方からのメッセージ》 

 短い間でしたが、一緒に学校生活を送らせていただきありがとうございました。教育実習を行うに

あたって、不安なことばかりでしたが、皆さんの和やかで明るいエネルギーを分けてもらい、充実し

た毎日を過ごすことができました。保健体育の先生になるために教育実習に来た私は、自発的に行動

し、仲間のために行動できる皆さんの良いところに魅せられ、私も感化されました。これからもたく

さんの経験をして、素敵な人生を歩んでください！                         

緊張と不安な気持ちで始まった教育実習でした。しかし、元気と笑顔にあふれる生徒の皆さん、親

身になってご指導いただいた先生方のおかげで、とても楽しく学びのある３週間でした。母校に懐か

しさを感じつつ、「先生」と呼ばれる声に戸惑いがありましたが、今ではその声に振り向いてしまう

ほどです。体育祭も重なり、先生目線でしか見ることのできないとても貴重な体験をさせていただき

ました。生徒の皆さんのこれからの活躍を祈っています！                    

３週間、鶴間中学校の一員として学校生活を過ごさせていただきました。普段の「生徒」の立場から

「先生」として教卓の前に立つことは、緊張と不安でいっぱいでした。その中で、皆さんの何気ない

声かけのおかげで、充実した３週間を過ごすことができました。また、すれ違った際の笑顔にあふれ

た挨拶に元気をもらっていました。この先、大変に感じることもあるかと思いますが、仲間と一緒に

充実した学校生活を送ってください。                                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ダンス 
３学年種目 

色別対抗リレー 



《令和６年度 部活動 夏の大会・コンクール等の予定》 

部活動 市大会 県央大会 県大会 

日程 主な会場 日程 主な会場 日程 主な会場 

陸上競技部 8 月 31 日(土) 

9 月 1 日(日) 

大和ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 
― ― 10月 05日(土) 

三ツ沢競技場 

駅伝 10月20日（日） 引地台公園 ― ― 11月 03日（金） 八景島・海の公園 

 

サッカー部 

 

6 月 22 日(土) 

6 月 29 日(土) 

6 月 30 日(日) 

7 月 06 日(土) 

7 月 13 日(土) 

7 月 14 日(日) 

大和中学校 

大和ゆとりの森 

大和ゆとりの森 

光丘中学校 

大和ゆとりの森 

大和ゆとりの森 

 

７月 20日(土) 

～ 

７月 24日(水) 

 

綾瀬スポーツ公園

大和ゆとりの森 

大和ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

７月 28日(日) 

～ 

8 月 02 日(金) 

 

ゆとりの森や 

綾瀬ｽﾎﾟｰﾂ公園

などの 

県央地区会場 

 

野球部 

６月 29日(土) 

６月 30日(日) 

７月 06日(土) 

７月 07日(日) 

つきみ野野球場 

渋谷中学校 

つきみ野野球場 

渋谷中学校 

７月 20日(土) 

～ 

７月 23日(火) 

 

綾瀬地区 

７月 28日(日) 

～ 

8 月 01 日(木) 

大和・厚愛 

ブロック 

男子 

ｿﾌﾄﾃﾆｽ部 

７月 06日(土) 

７月 13日(土) 

大和ゆとりの森(団体戦) 

南林間中学校 (個人戦) 

７月 21日(日) 

７月 22日(月) 

南毛利 SC 

南毛利 SC 

７月 28日(日) 

～ 

７月 31日(水) 

 

南毛利 SC 

 女子 

ｿﾌﾄﾃﾆｽ部 

７月 07日(日) 

７月 13日(土) 

大和ゆとりの森(団体戦) 

大和ゆとりの森(個人戦) 

７月 21日(日) 

７月 22日(月) 

南毛利 SC 

南毛利 SC 

卓球部 ７月 06日(土) 

７月 07日(日) 

上和田中学校(団体戦) 

鶴間中学校 (個人戦) 

７月 22日(月) 

７月 23日(火) 

(団体戦)綾瀬 SC 

(個人戦)綾瀬 SC 

７月 28日(日) 

７月 29日(月) 

座間スカイ 

アリーナ 

 

男子 

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部 

 

６月 30日(日) 

７月 06日(土) 

７月 07日(日) 

７月 13日(土) 

７月 14日(日) 

大和ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

大和ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

大和中学校 

つきみ野中学校 

光丘中学校 

７月 23日(火) 

 

７月 24日(水） 

 

７月 25日(木) 

荻野運動公園・海

老名市立柏ヶ谷中 

綾瀬市立綾瀬中・

春日台中 

荻野運動公園 

 

 

７月 27日(土)

以降 

 

 

 

会場未定 

 

女子 

ﾊﾞｽｹｯﾄﾎﾞｰﾙ部 

 

６月 29日(土) 

７月 06日(土) 

７月 07日(日) 

７月 13日(土) 

７月 14日(日) 

大和ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

大和ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

大和中学校 

つきみ野中学校 

光丘中学校 

７月 23日(火) 

 

７月 24日(水） 

 

７月 25日(木) 

荻野運動公園・海

老名市立柏ヶ谷中 

綾瀬市立綾瀬中・

春日台中 

荻野運動公園 

 

 

７月 27日(土)

以降 

 

 

 

会場未定 

ﾊﾞﾚｰﾎﾞｰﾙ部 ６月 29日(土) 

７月 06日(土) 

光丘中学校 

渋谷中学校 

７月 21日(日) 

７月 23日(火) 

未定 

未定 

７月 28日(日) 

７月 30日(火) 

未定 

未定 

剣道部 7 月 13 日(土) 

7 月 14 日(日) 

大和ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ(団体戦) 

大和ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ(個人戦) 

７月 23日（火） 海老名総合体育館 ８月 01日(木) 

８月 02日(金) 

大和ｽﾎﾟｰﾂｾﾝﾀｰ 

吹奏楽部 ― ― ７月 27日(土) 綾瀬市 

ｵｰｴﾝｽ文化会館 

８月 13日(火) 川崎市スポーツ

・文化総合セン

ター 

美術部 ｺﾝｸｰﾙ応募 ① 防火ポスター ②いじめ防止ポスター ③やまと子ども絵画大賞 他 

美術館見学 県内の美術館を予定 

※３年生は、最後の大会になります。各部活動の規定に即し、奮って応援・観戦をお願いします！ 

   なお、生徒の応援については、「制服・学校ジャージの着用」・「公共 

  交通機関の使用（自転車は禁止）」・「スマートフォンの使用禁止」等、 

  ルールを守って選手が気持ちよくプレーできるようにしてください。 


